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こ
の
た
び
、
当
町
永
年
の
懸
案
で
あ
り
、
町
民
等

し
く
待
望
し
て
止
ま
な
か
っ
た
町
民
会
館
・
中
央
公

民
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
の
一
二
施
設
三
機
能
を
総
合
し

た
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
本
日
こ
こ
に
め

で
た
く
竣
工
の
式
典
を
挙
行
し
開
設
の
運
ぴ
と
な
り

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
大
き
な
悦
び
で
あ
り
ま
す
。

当
町
は
白
下
、
港
の
あ
る
豊
か
な
海
浜
文
化
都
市

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
重
要
港
湾
で
あ
る
大
洗
港
の

建
設
を
は
じ
め
、
港
湾
関
連
地
豆
の
整
備
事
業
・
国

鉄
鹿
島
線
の
布
設
・
街
路
を
含
め
た
都
市
計
画
事
業

の
推
進
或
い
は
海
岸
環
境
整
備
等
の
生
活
環
境
の
改

善
事
業
な
ど
、
港
を
中
心
と
し
た

η

ま
ち
づ
く
り
々

を
強
力
に
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
日
開
設
の
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
も
そ
の
一
環
の

事
業
と
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
古
く
か
ら
の
観
光
の
町
で
あ
る
大
洗
を
、

…
層
特
色
づ
け
る
た
め
の
会
議
都
市
機
能
も
充
足
さ

れ
、
更
に
は
、
人
と
人
と
が
心
の
き
づ
な
で
結
ぼ
れ

る
新
ら
し
い
町
、
っ
く
り
と
し
て
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
形
成
の
た
め
の
諸
活
動
の
中
心
的
機
能
が
整
備
さ

れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
諸
焔
設
を
広
く
皆
様
方
に

御
活
用
い
た
だ
き
、
所
期
の
白
的
を
充
分
に
果
し
得

る
よ
う
、
町
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

な
お
、
本
施
設
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
国

・
県
並
び
に
当
町
所
在
の
原
子
力
諸
施
設
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
機
関
か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
好
意
と

多
大
な
る
御
掠
助
・
御
指
導
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
町
を
代
表
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

あ
、品-av 大洗

町
長 さ

町
民
挙
げ
て
の
祝
賀
行
事

華
や
か
に
行
な
わ
れ
る

町
民
の
皆
様
が
等
し
く
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i
(町

民
会
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民

館
)
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
去
る
6
月

日
日
に
華
や
か
に
竣
工
式
典
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
9
時
回
分
、
花
火
を
合
図
に
テ

!
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
、
竹
内
町
長
、

深
作
議
長
、
小
幡
県
議
員
、
郡
参
院
議

員
、
関
野
教
育
委
員
長
、
鍋
島
県
農
林

水
産
部
次
長
、
前
加
藤
町
長
の
7
名
に

よ
り
紅
白
の
テ

i
ブ
に
ハ
サ
ミ
が
入
ら

れ
る
と
ク
ス
玉
が
割
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
摩
大
な
拍
手
が
わ
き
起
り
ま
し

た。
竣
工
記
念
式
典
は
、
げ
ん
し
ゆ
く
の

内
に
進
め
ら
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
と

福
祉
推
進
に
献
身
的
に
ご
尽
力
さ
れ
、

郷
土
大
洗
町
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
、

加
藤
清
一
石
町
長
、
小
幡
五
朗
県
議
会
議

員
、
郡
祐
一
参
議
院
議
員
の
3
名
の
方

々
に
対
し
て
「
大
洗
町
名
誉
町
民
称
号
」

の
授
与
と
「
特
別
自
治
功
労
者
」
高
崎

昇
一
郎
氏
、
唐
叫
1
1
仙
之
上
氏
、
小
室
庸

行
氏
、
坂
本
彦
市
氏
、
石
井
カ
氏
、
榎

一
戸
庄
衛
氏
の
6
名
の
方
に
表
彰
が
行
な

わ
れ
、
続
い
て
竹
内
町
長
よ
り
式
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
名
誉
町
民
称
号
受
彰
者

の
3
名
の
方
々
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
工
事
経
過
報
台
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
、
竹
内
県
知
事
を

始
め
来
賓
の
方
の
あ
い
さ
つ
、
祝
電
披

露
、
万
歳
三
唱
で
式
も
と
ど
こ
う
り
な

く
終
了
、
引
き
続
き
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
日
本
焚
踊
、
琴
の
演
奏
、
水
戸

祐
二
民
謡
、
浜
久
美
子
さ
ん
の
磯
節
に

合
せ
て
大
洗
本
場
機
節
保
存
会
の
踊
、

大
洗
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
等
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ロ
自
の
記
念
事
業
は
、
間
歳
以
上
の

皆
さ
ん
方
を
ご
招
待
し
て
、
第
1
部・

2
部
と
歌
謡
シ
ョ
!
が
行
な
わ
れ
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
ト
ッ
プ
の
総
合
司
会
に
よ
り
、

竹
内
町
長
の
挨
拶
で
初
ま
り
、
大
洗
荒

磯
太
鼓
保
存
会
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る

豪
快
な
太
鼓
、
浜
久
美
子
歌
謡
シ
ョ

l
、

佐
み
ど
り
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
等
歌
と
締
り

が
あ
り
会
場
を
う
め
た
皆
さ
ん
を
魅
了

楽
し
い
一
刻
を
過
し
ま
し
た
。

日
自
の
日
曜
日
は
、
朝
早
く
か
ら
町

民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
室
蘭
の
観
光

と
物
産
即
売
会
・
地
元
農
水
産
物
即
売

会
・
大
洗
郵
便
局
に
よ
る
竣
工
記
念
ス

タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
臨
時
出
張
所
・
カ
ラ

オ
ケ
大
会
等
の
行
事
で
、
館
内
外
は
祝

賀
気
分
で
盛
り
上
り
、
即
売
口
問
も
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

第
1
部
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
町

内
「
の
ど
自
慢
」
白
人
が
の
ど
を
競
い

合
っ
た
結
果
、
江
戸
伸
好
(
磯
浜
町
制

番
地
)
さ
ん
が
「
他
人
溶
」
で
見
事
に

優
勝
し
、
準
優
勝
に
は
石
井
忠
行
「
望

郷
酒
場
」
(
機
浜
町
即
番
地
)
さ
ん
が
決

ま
り
、
ご
褒
ぴ
の
北
海
道
旅
行
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

第
2
部
の
芸
能
発
表
で
は
、
大
洗
町

芸
術
文
化
協
議
会
に
所
属
す
る
皆
さ
ん

の
吟
詠
剣
詩
舞
、
日
本
舞
踊
、
民
謡
民

舞
、
コ

i
ラ
ス
、
吹
奏
楽
演
奏
等
が
行

な
わ
れ
、
楽
し
か
っ
た
町
民
挙
げ
て
の

祝
賀
行
事
も
滞
市
)
お
り
な
く
お
わ
り
ま

し
た
。

夏

休

み

夏
休
み
と
い
う
と
、
か
つ
て
は
、

子
供
の
均
年
中
行
事
々
の
一
つ
で

し
た
が
、
最
近
で
は
大
人
も
そ
の

仲
間
入
り

i
l企
業
の
七
二
・
一

%
が
夏
季
休
暇
を
実
施
し
て
お
り
、

平
均
二
・
凹
日
の
夏
休
み
を
と
っ

て
い
ま
す
(
労
働
省
調
べ
)
。

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
は
、
工
場
の

機
械
を
止
め
て
、
会
社
貿
が
一
週

間
く
ら
い
休
む
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ま
た
、
二
疋
の
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ

交
代
で
休
暇
を
と
る
企
業
も
あ
る

な
ど
、
い
ま
で
は
多
く
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
が
夏
休
み
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
校
の
場
合
は
、
市
区

町
村
の
教
育
委
員
会
が
夏
休
み
期

間
を
決
め
て
お
り
、
城
域
に
よ
っ

て
多
少
異
な
る
よ
う
で
す
。
北
海

道
・
東
北
な
ど
寒
い
地
方
で
は
、

夏
休
み
を
傾
く
し
て
、
そ
の
分
、

冬
休
み
を
長
く
と
っ
て
い
ま
寸
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
で
は
、
家
族

社会を明るくする運動

(7 月 1 自 ~31 自)

防ごう非行

助けよう

立ち甚り

今
や
少
年
非
行
は
戦
後
第
三
の
、

し
か
も
最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
一
年
間
に
殺
人
・

暴
行
・
詐
欺
・
窃
盗
な
ど
の
罪
を

犯
し
た
、
主
要
刑
法
犯
少
年
は
、
二

十
四
万
二
千
七
百
二
十
九
人
を
数

え
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
だ
っ
た
昭

和
三
十
九
年
の
十
九
万
五
子
二
百

六
十
九
人
を
は
る
か
に
上
回
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
日
当
た
り

六
百
六
十
五
人
も
の
少
年
が
主
要

刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
で

そ
ろ
っ
て
の
レ
ジ
ャ
ー
を
夏
休
み

の
年
中
行
事
の
一
つ
に
す
る
家
庭

も
消
え
て
い
ま
す
。

国
内
で
の
宿
泊
を
伴
う
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
月
別
に
見

る
と
、
一
年
の
う
ち
で
八
月
が
最

も
多
く
、
七
、
八
月
を
合
わ
せ
る

と
年
間
の
一
ニ
O
%
近
く
を
点
め
て

い
ま
す
(
総
輝
一
府
調
べ
)
。

夏
休
み
は
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
ポ
ー

ツ
に
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

気
を
つ
け
た
い
の
が
休
暇
中
の
交

通
事
故
や
水
の
事
故
。
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
や
海
水
浴
で
は
十
分
注
意
し

土
品
、
し
ょ
、
7
0

ま
た
、
夏
休
み
は
少
年
非
行
が

柄
、
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
、
生
活

の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
気

を
配
り
、
心
を
引
き
締
め
て
夏
休

み
を
過
ご
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

す
。
ま
た
、
最
近
の
少
年
非
行
の

特
徴
と
し
て
、
低
年
齢
層
の
少
年

に
よ
る
非
行
の
哨
加
や
非
行
が
ご

く
普
通
の
家
庭
の
少
年
に
ま
で
広

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご

せ
ま
せ
ん
。
(
法
務
省
調
べ
)

七
汚
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
月
間
で
す
。
こ
れ
ら
次
代

を
拐
、
7
少
年
た
ち
を
非
行
か
ら
守

り
、
市
民
生
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

は
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
は
も
と

よ
り
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が

協
力
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
問
題
で
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
今
年
の
運
動
の
重

点
目
標
は
、
「
地
域
活
動
の
推
滋

に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生

の
援
助
」
に
覆
か
れ
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
授
で
カ
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り

ム
ま
?
し
ょ
、
つ
。



第127.j雪 (2)

弘喝」

J
〈
可

3臼お
03J〈可Z臼8伊
J
〈
可

Z臼8伊
J
〈
可

3臼8伊
J
〈
可

3臼8伊
J
〈
可

3臼80J〈可E臼8伊
J
〈
可

3臼8伊
J
〈
可

3臼80〈〈
，
臼

8伊
J
〈
可

Z匂80J〈可弓臼
8伊
J
〈
「

3臼8ロ3J〈可3臼8伊
J
〈
可

Z匂8伊3J〈可3臼8伊
J
〈
判

3臼8伊3J〈可Z臼8伊3J〈可3臼8伊3J〈可3臼8伊〈
〈
，
臼

8伊戸
ぷ伊

叩

況

山

入

叫

私

織

繍

騨

較

炉

一

充

冗

大

洗

町

E長

氏

加

藤

清

氏

何

》V必
銚

、

鱗

筑

~

鱗

}

鴇

j¥
胸

鶏

欄

欝

畿

明

治

犯

一

年

ロ

月

出

日

生

(

河

オ

)

孔

γ

縦
機
ダ
お
一
機
紗
険
機
ピ

日

山

議

機

織

鮒

機

織

鱗

縄

本

籍

大

洗

町

磯

浜

町

一

、

二

七

七

番

地

K

V

凶

器

抗

議

ょ

委

譲

受

住

所

大

洗

町

磯

浜

町

一

、

二

七

七

番

地

∞

犯

巡

回

出

封

印

V

M

m

蹴
邸
同
一
昭
和
四
年
日
月
町
村
合
併
に
よ
り
新
県
立
大
洗
高
校
の
誘
致
、
そ
の
他
教
育
巾
山

花
寧
刑
問
機
岡
大
洗
町
が
誕
生
後
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初
代
の
町
長
と
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文
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業
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の
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績
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原
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力

研

究
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及

び
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所

大

洗

町
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浜

町

六

、

九

四

四

i
六

O

昨

明

ね

機

思

誌

昭

和

弘

年

4
月
一
地
域
住
民
の
強
い
要
の
開
発
、
交
通
安
全
対
策
、
明
治
沿
岸
時

釦

1

a

a

p

h

併

糟

唱

ι監
む
F

い山

U
M
M
M
抑
制
品
翁
に
よ
り
茨
城
県
議
会
議
員
に
初
当
選
防
災
堤
塘
の
建
設
笠
備
、
県
立
大
洗
高

K

F

出
話
相
四
日
ト

有
弘
一
出
開
設
目
礼
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
連
続
6
期
に
一
日
一
校
の
誘
致
及
び
大
洗
港
湾
の
笠
備
促
進
討

甲
山
砕
紅
院
駅
潟
吋

v

h
約
制
民
川
町
一
り
議
席
を
占
め
ら
れ
、
そ
の
間
県
議
会
等
、
そ
の
活
躍
は
目
覚
し
く
、
県
勢
発
小
山

甲

山

側

翻

制

J
J
m
R
E

V

院

iM路
一
議
長
を
は
じ
め
多
く
の
要
職
を
歴
任
し
、
農
と
大
洗
町
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
沈

況

}

出

麟

思

特

に

老

人

医

療

費

の

無

料

化

の

実

現

、

功

績

に

よ

る

も

の

で

す

。
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丸
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誠
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時
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人

吋
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昭
和
お
年
参
議
院
議
員
に
当
事
c
れ
現
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
茨
城
県
並
切

明

て

以

来

今

日

ま

で

出

年

余

の

永

き

に

亘

び

に

大

洗

町

の

地

方

自

治

発

展

に

献

身

一

判

明

り

国

政

に

参

画

し

、

そ

の

間

国

務

犬

臣

、

的

に

尽

力

さ

れ

、

そ

の

功

績

は

誠

に

偉

人

v

n
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お

郵

政

大

臣

、

法

務

大

臣

な

ど

幾

多

の

要

大

で

あ

り

郷

土

の

誇

り

と

す

る

と

こ

ろ

ム
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職

を

歴

任

し

、

今

日

の

民

、

王

国

家

の

笑

で

あ

り

ま

す

o
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大

洗

町

名

誉

町

民

大
洗
町
特
別
吉
治
功
労
者

@ 

6
月
7
目
、
大
洗
町
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、
大
洗
町
名
誉
町
民
条
例
が
提

出
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
元
大
洗
町
長
加
藤
清
氏
、

茨
城
県
議
会
議
員
小
幡
五
朗
氏
、
参
議

院
議
員
郡
祐
一
氏
の
3
名
の
方
々
に
対

し
ま
し
て
、
大
洗
町
名
誉
町
民
の
称
号

を
贈
る
同
意
が
求
め
ら
れ
、
議
会
の
同

意
が
得
ら
れ
、
去
る
6
月
日
自
の
大
洗

文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
典
で
、
大
洗
町

名
誉
町
民
の
称
号
の
顕
彰
式
及
び
大
洗

町
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
、
地
方
自
治

と
郷
土
文
化
の
発
展
に
特
に
功
績
の
あ

っ
た
6
名
の
方
々
に
対
し
ま
し
で
も
特

別
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

-
名
誉
町
民
称
号

i
l
i
-
-

一
地
方
自
治
振
興
、
産
業
の
振
興
、

一
社
会
福
祉
の
増
進
、
教
育
、
文
化
、

一
体
育
の
進
展
に
特
に
功
績
の
あ
っ

た
方
、
町
民
が
郷
土
の
誇
と
し
て
、

ひ
と
し
く
尊
敬
す
る
方
で
、
本
町

に
居
住
若
し
く
は
居
住
し
て
い
た

方
又
は
特
に
本
町
に
縁
故
の
あ
る

方
々
に
対
し
て
、
町
長
が
町
議
会

の
同
意
を
得
て
選
定
、
「
大
洗
町
名

誉
町
民
の
称
号
」
を
贈
り
、
そ
の

功
績
を
顕
彰
し
、
氷
く
後
世
に
伝
え

る
も
の
で
す
。

L、らあお議設昭和57年7fll日

氾
磯
浜
町
長
高
崎
昇
一
郎
氏

明
治
犯
年
1
月
川
抗
日
生
(
幻
才
)

住
所
大
洗
町
機
浜
町
七
六
五
番
地

昭
和
同
年
か
ら
戦
中
戦
後
を
通
じ
厳

し
い
世
代
に
お
い
て
、
泊
磯
浜
町
長
と

し
て
多
年
に
一
回
一
り
町
民
の
生
活
安
定
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
誠
心
誠
意
尽
力
さ

れ
、
今
日
の
大
洗
町
発
展
の
基
礎
を
築

か
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

唐

仙

之

上

氏

大
正

3
年
1
月
6
日
生
(
侃
オ
)

住
所
水
一
戸
市
本

3
n
i
6

間
州
大
賀
町
長

笠

旧
大
賞
町
長
と
し
て
多
年
に
一
旦
り
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
問
機
浜
町
、
間
大

賞
釘
の
町
村
合
併
を
積
極
的
に
推
進
し
、

今
日
の
大
洗
町
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ

た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

元
大
洗
町
済
関
百
世
坂
本
彦
市
氏

開
明
治
町
出
年
4
月
ロ
日
生
(
幻
才
)

住
所
大
洗
町
機
洗
町
六
一
一
一
八
番
地

泊
磯
浜
町
消
防
団
長
か
ら
引
き
続
き

大
洗
町
消
訪
問
長
と
し
て
、
巾
印
有
余
年

の
永
き
に
一
日
一
り
地
域
住
民
の
生
命
財
産

の
保
護
と
消
訪
問
の
育
成
強
化
に
尽
力

さ
れ
、
伝
統
あ
る
今
日
の
大
洗
町
消
防

出
の
基
礎
を
築
か
れ
た
功
績
に
よ
る
も

の
で
す
。

大

洗

本

場

礎

節

保

存

会

会

長

石

井

力

氏

明
治
お
年
9
月
初
日
生
(
総
才
)

住
所
大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一
番
地

大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
長
と
し
て
、

多
年
に
亘
り
郷
土
民
謡
「
機
節
」
の
保

存
と
伝
承
に
積
極
的
に
尽
力
し
、
大
洗

町
の
観
光
行
政
の
発
展
に
貢
獄
さ
れ
た

功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

画

伯

榎

戸

正

衛

氏

明
治
制
年
9
月
初

B
生

(η
オ
)

住
所
大
洗
町
大
震
町
七
六
四
番
地

我
が
国
を
代
表
す
る
画
伯
と
し
て
国

際
的
に
活
躍
さ
れ
、
日
本
文
化
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
大
洗
町
の
芸

術
文
化
の
向
上
発
展
に
阿
川
、
ヵ
さ
れ
た
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。

泊

夏

海

村

長

小

室

腐

行

氏

明
治
幻
年
初
月
口
日
生
(
幻
オ
)

住
所
大
洗
町
成
田
町
一
一
六
二
一
番
地

旧
出
夏
海
村
長
と
し
て
、
多
年
に
一
息
り

地
域
住
民
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
の

た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
今
日
の
大

洗
町
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
す
。

所
得
税
第
1
期
分
の

納
税
は
7
月
白
日
ま
で
に

7
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
1
期

分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

所
得
税
は
通
常
、

7
月
と
日
月
に
予

定
納
税
を
し
、
翌
年
2
月
刊
日
か
ら
3

月
日
日
ま
で
の
確
定
申
告
で
1
年
期
の

税
額
を
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

七
六
七
・
八
一
ぽ

(
約
二
三
二
坪
)

磯
浜
町
字
山
王

大
洗
町
磯
浜
町
五
二
六
番
地
の
一

田
村
婦
美
代
殿

町
道
敷
の
一
助
に
と
布
記
土
地

を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

。
土
地
三
三
八
・
一
一
ニ
m

(約一

O
ニ
坪
)

大
貫
阿
字
清
水

常
澄
村
栗
崎
一
四
二
五
番
地

山
鹿
島
農
業
殿

町
道
敷
の
一
助
に
と
右
記
土
地

を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

。

ピ

ア

ノ

1
ム
口

大
洗
町
機
浜
町
一

O
九
七
番
地

加
藤
病
院

院

長

加

藤

理

殿

文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
と
し
て
町

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

O

一
金
百
五
拾
万
円
也

K
-
K
常
防
銀
行
刷
版

文
化
セ
ン
タ

i
竣
工
記
念
卒
業

伐
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

仁
十

。
土

tlt¥ 

す。
予
定
納
税
第
1
期
分
の
納
税
額
は
、

そ
の
人
の
前
年
の
所
得
税
額
(
予
定
納

税
基
準
額
)
の
す
の
額
で
、

6
月
中
旬

に
税
務
議
官
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
そ

の
通
知
書
の
金
額
を
7
月
1
日
か
ら
7

月
目
白
ま
で
の
開
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
定
納
税
基
準
額
が
叩
万
円

よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定
納
税
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
業
況
不
振
や
休
業
な
ど
で
、

本
来
の
年
税
額
が
予
定
納
税
基
準
額
よ

り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は

予
定
納
税
額
の
減
額
申
講
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

。
一
金
八
拾
万
円
也水
一
戸
信
用
金
庫
殿

文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
記
念
事
業

行
、
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た。
。
一
金
五
拾
万
円
也

茨
城
県
商
工
信
用
組
合
敗

文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
記
念
事
業

伐
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た。大
ホ

i
ル
用
演
ム
円
一
式

。
司
会
者
用
テ
ー
ブ
ル
一
台

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ

代
表
雨
沢
利
夫
(
日
目
名
)
殿

丈
化
セ
ン
タ
ー
備
品
と
し
て
町

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

O
絵

画

4
点

大
洗
町
大
賞
町
七
六
四
番
地

援
一
戸
庄
衛
殿

文
化
七
ン
タ

i
完
成
記
念
と
し

て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

O
傘
川
本
大
洗
町
商
工
会
婦
人
部

部
長
坂
本
つ
や
(
回
名
)
殿

町
内
4
小
学
校
の
備
付
用
問
傘

と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
展
一
鐘
費

均

年

間

一

一

一

八

ニ

、

。

。

。

昨
年
度
、
七

O
オ
以
上
の
お
年
寄
り
て
四
O
四
人
が
老
人
医
療
費
(
⑧
医
療
)

無
料
化
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
ご
自
身
は
、
お
医
者
さ
ん
へ
一
円

も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
お
年
寄
り
に
代
っ
て
国
と
県
と
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
と
で
負
担
し
、
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。
五

十
六
年
度
の
老
人
医
療
費
は
、
一
人
当
り
年
間
平
均
一
一
一
八
二
、

O
一
五
円
か
か

り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
以
外
の
人
の
年
間
医
療
費
の
八
四
、

0
0
0円
と
比
較

す
る
と
、
お
年
寄
り
の
医
療
費
は
四
・
六
倍
に
あ
た
り
ま
す
。
お
年
寄
り
の
場

合
循
環
器
系
疾
患
が
多
い
こ
と
と
、
病
気
が
複
雑
で
治
療
や
入
院
の
日
数
が
長

く
か
か
る
こ
と
が
、
医
療
費
が
高
く
な
る
原
田
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
お

年
寄
り
が
医
療
費
は
「
タ
ダ
」
と
感
遠
い
し
て
、
健
康
保
険
か
ら
ぬ
い
て
ほ
し

い
と
申
出
が
あ
り
ま
す
が
、
健
康
保
険
骨
骨
医
療
費
支
払
実
績
額
(
費
用
額
)

か
ら
も
お
医
者
き
ん
へ
支
払
っ
て
い
ま

す
の
で
、
何
に
か
の
健
康
保
険
に
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
か
ら
ぬ
け
て
し
ま
う
と
、
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
時
に

は
何
十
万
円
も
の
医
療
費
を
自
分
で
支

払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。
お
年
寄
り
の
健
康
は
ま

わ
り
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
保
持

さ
れ
る
も
の
で
す
。
肉
体
的
に
も
弱
い

立
場
に
あ
り
、
そ
の
た
め
心
理
的
不
安

に
陥
り
や
す
い
の
で
、
家
族
み
ん
な
が

お
年
寄
り
の
気
持
を
理
解
し
、
暖
い
心

で
い
た
わ
り
を
も
っ
て
按
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

年
農
福
祉
墜
鐘
費

一

人

監

り

年

間

一

七

O
、

0
0
0
開

福
祉
医
療
で
は
、

0
オ
児
、
母
子
家
庭
の
母
子
、
重
度
心
身
障
害
者
、
七
O

オ
以
上
の
所
得
制
限
該
当
の
老
人
等
、
八
ニ
五
人
が
、
福
祉
医
療
無
料
化
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
⑩
医
療
も
老
人
医
療
と
同
じ
よ
う
に
、
本
人
は
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
て
も
一
円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
代
っ
て
、
県
と
前

と
そ
れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
で
負
担
し
支
払
っ
て
い
ま
す
。
五
十
六

年
度
一
人
当
り
年
間
平
均
で
一
七

O
、
0
0
0円
か
か
り
ま
し
た
。
五
十
五
年
度

と
比
べ
る
と
六
・
九
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
重
度
心
身
障
官
官
者
の

医
療
費
が
大
き
な
伸
び
を
一
万
し
ま
し
た
。

老
人
医
療
費
と
福
祉
医
療
費
を
合
せ
る
と
六
億
七
千
六
百
八
拾
万
円
程
支
払

い
ま
し
た
。
受
給
者
別
の
医
療
禁
支
払
額
等
は
別
表
に
表
わ
し
た
と
お
り
で
す
。

な
お
⑧
@
霞
療
と
も
七
月
一

B
よ

り

い

才

受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
ぺ
ぷ

だ
更
新
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
国

保
係
で
更
新
し
て
下
さ
い
。
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
時
は
、
必
ず
保
険
証
、
受

給
者
証
、
ピ
ン
ク
の
用
紙
(
福
祉
医
療

の
み
)
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

受給者区分 受数給者 医療'!N支払徹 n前年Jt 一人鎖当 1) おさ年医んtに者111 支払 台、台、つ

た回百数9 

③ 老 人 1，4(ノ4、 536，348，9品 10896 8 382，0詰 12 

。 才 ~G 273 18，550，860 99.6 78，274 12.0 

母子家庭の母 f 393 26，572，892 97，1 67，616 5.8 

車!主心身障害者 128 75，020，270 113.7 586，095 9.7 

⑩老人(所得制限者) 67 20，334，200 87.9 303，496 11 ，9 

言f 2.229 676，827，182 107，8 303，646 11.3 
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第 2呂町員サイクリング大会一一

安全にみんt:tで走

t~ 

「
安
全
に
み
ん
な
で
走
ろ
う
自
転
車

月
間
」
の
去
る
5
月
幻
自
好
天
に
恵
ま

れ
て
、
町
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
が
盛

大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
2
回
目
、
自
転

車
月
間
推
進
協
議
会
、
町
教
育
委
異
会
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
主
催
、
田
町

サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
協
賛
に
よ
る
も

の
で
、
省
エ
ネ
と
健
康
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
呂
的
に
開
催

し
た
も
の
で
、
親
子
づ
れ
家
族
・
グ
ル

ー
プ
山
名
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
午
前
9
持
切
分
集
合
、
出
発
に

先
た
ち
の
開
会
式
で
竹
内
町
長
よ
り
「
省

エ
ネ
と
健
康
づ
く
り
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
激
励
さ
れ
た

あ
と
、
「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
」
に

もあおお

つ
い
て
、
水
戸
警
察
署
大
洗
幹
部
派
出

所
平
山
所
長
の
講
話
、
県
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
の
指
導
員
の
方
々
が
自
転
車
の

整
備
点
検
を
受
け
、
午
前
日
時
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
力
い
っ
ぱ
い

ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
出
発
し
ま
し
た
。

国
道
・
県
道
で
は
、
水
一
戸
地
区
交
通

安
全
協
会
大
洗
支
部
(
小
橋
五
朗
支
部

長
)
の
皆
さ
ん
方
に
よ
る
交
通
務
理
を

受
け
、
大
賞
橋
か
ら
溜
沼
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
ロ
ー
ド
に
入
り
広
涼
秋
の
月
に
数

義
、
中
食
後
折
り
返
し
点
の
親
沢
に
午

後
1
時
致
若
休
憩
の
あ
と
、
ふ
た
た
び

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
目
指
し
出

発
、
往
復
却
加
の
遊
離
を
全
員
が
完
走
、

湘
沼
と
回
濁
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、

楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

職
業
奉
仕
者
表
彰

大
洗
盟

i
夕
刊
ソ

i

臼
頃
、
各
種
奉
仕
活
動
「
超
我
の
奉

仕
」
を
行
な
っ
て
い
る
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
第
問
地
区
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(
川
上
俊
彦
会
長
、
会
員
M
H

名
)
で
は
、

(3)第127号

一フブ

去
る
6
月
3
目
、
ク
ラ
ブ
例
会
の
席
上

で
、
町
内
に
職
場
を
も
っ
職
業
奉
仕
者

3
名
の
方
々
に
対
し
て
表
彰
を
行
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
職
場
で
来
年
に
百
一
っ

て
一
意
尊
心
そ
の
職
に
励
ま
れ
、
他
の

模
範
と
な
ら
れ
た
人
々
が
受
賞
し
、
川

上
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
は
次
の
通
り
で
す
。

小
林
清
之
助
さ
ん
旧
大
賞
小
学
校
勤
務

須
藤
寛
さ
ん
動
燃
・
大
洗
勤
務

飯
塚
紀
美
子
さ
ん
常
銀
大
洗
支
庖
勤
務

@門同。大
洗
親
韓
国
ソ
ト
ボ

i
H
W
大
金

A
ワ
i
グ

@

寿

会

-

B
リ
i
グ
@
モ
ン
ス
タ
ー
ス
が
優
勝

η

お
平
ょ
う
ご
ぎ
い
ま
す
H

で
ブ
レ
(
埋
立
)
工
事
の
た
め
問
中
学
校
の
グ
ラ

i
ボ
i
ル
、
今
年
も
4
月
日
日
か
ら
6

ン
ド
を
会
場
と
し
て
行
な
い
、
球
足
の

月
5
臼
ま
で
の
部
臼
問
、
第
5
回
大
洗
早
さ
に
と
ま
ど
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
泰
季
大
会
(
金
井
が
、
な
れ
る
に
つ
れ
各
試
合
と
も
好
プ

勇
労
会
長
)
が
、
一
中
・
街
中
間
グ
ラ
レ

i
を
展
開
、
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま

ン
ド
で
行
な
わ
れ
、
去
る
6
月
刊
日
文
し
た
。

化
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

し
た
。

A
リ
l
グ

こ

の

大

会

は

町

内

の

伺

好

会

・

町

内

一

優

勝

寿

会

日

勝

2

敗

会
、
職
場
な
ど
の
出
チ

i
ム

が

参

加

し

、

準

優

勝

ヤ

マ

ハ

チ

9
勝
3
敗

親
睦
と
体
位
向
上
を

g的
に
行
な
わ
れ

3

佼
梶
間
工
務
脂

9
勝
3
敗

て
い
る
も
の
で
、

A
リ
i
グ

(

日

チ

|

佼

サ

ザ

ナ

ミ

9
勝
3
敗

ム
)
B
リ
i
グ
(
日
チ

l
ム

)

の

2

リ

位

加

部

東

冷

凍

7
勝
5
敗

j
グ
に
分
け
総
当
り
で
、
毎
朝
6
時

か

佼

松

の

木

ク

ラ

ブ

6
勝
6
敗

ら
7
時

ま

で

の

開

に

行

な

わ

れ

て

い

る

位

三

勝

建

設

6
勝
6
欺

も

の

で

す

。

今

迄

は

海

岸

グ

ラ

ン

ド

で

位

磯

ぶ

し

亭

5
勝
7
数

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
港
湾
建
設
位
フ
ァ
イ
ヤ
主
フ
ブ
川
5
勝
7
敗

N
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大
洗
町
消
防
団
(
谷
間
部
吉
蔵
団
長
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
第
8
間
を
迎
え
、

去
る
6
月
日
臼
大
洗
高
校
グ
ラ
ン
ド
で

熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
団
員
相
互
の
親
睦
と
体
力

の
向
上
を
国
り
、
以
っ
て
消
防
活
動
に

適
応
す
る
敏
し
よ
う
な
協
同
動
作
の
練

成
に
資
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の

で
す
。午
前
8
時
、
各
分
留
員
が
制
列
の
元

に
、
開
会
式
が
行
な
わ
れ
、
竹
内
町
長
、

谷
田
部
団
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
会

員
に
よ
る
準
備
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た

あ
と
、
グ
ラ
ン
ド
を
3
球
場

(
A
・B
-

C
ブ
ロ
ッ
ク
)
を
設
け
、
消
防
本
部
専

の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
谷
田
部
団
長
、

川
上
副
団
長
、
深
作
副
団
長
の
始
球
式

で
プ
レ
ー
が
開
始
さ
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

と
も
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

第

4
分
団

準

優

勝

第

2

分

団

第

三

位

第

6
分
団

第

四

位

第

7

分

居

第

五

位

第

8
分間山

第

六

位

第

1
分
間

第

七

位

第

3
分
自

第

八

位

第

5
分
間

第

九

位

第

9
分
間

O
最
優
秀
選
手
賞
佐
藤

O
敢
闘
賞

間
安
山
崎
潤
山
大
賛
同
野

撃
開
明
④

宏
①

好
雄
③

政
延
⑤

久
雄
⑦

茂
穂
⑨

鴨
志
包
雅
明
②

渡
辺
和
努
④

小
野
瀬
省
二
⑥

大

貫

宏

⑧

敬
称
略

)
0分
団

日

位

滝

口

ク

ラ

ブ

4
臨
時

8
紋

日
位
ト
エ
ン
テ
ィ
フ
ア
ノ
七
ア

4
臨
時

8
敗

ロ

位

通

り

釘

2

勝

叩

敗

詑

位

清

水

工

務

庖

2

勝

目

敗

8
リ
i
ク

優

勝

準
優
勝

3

佼位
ム
リ

L，Aa' 

4 

モ
ン
ス
タ
ー
ズ

新

友

会

ユ
ニ
オ
ン
ズ

球

友

会

来
光
ク
ラ
ブ

8
勝

2
敗

8
勝

2
敗

7
勝

3
敗

6
勝

4
敗

6
勝

4
欺

4 

佼
大
洗
町
役
場

5
勝
5
敗

位
サ
ク
ラ
ク
ラ
ブ

5
勝
5
数

佼
大
貫
工
務
活

3
勝
7
敗

位

白

鷺

3
勝

7
敗

8

位

共

栄

会

3
勝

7
欺

日

位

新

和

会

1
勝
9
敗

A
リ
i
グ
優
勝
の
寿
会
チ

i
ム
は
、

「
県
民
総
合
体
育
大
会
東
茨
城
郡
大
会
・

第
7
閤
お
と
っ
さ
ん
ソ
フ
ト
夏
期
大
会
」

の
出
場
権
を
併
せ
獲
得
し
ま
し
た
。

6 6 8 8 

去
る
6
月
6
8
の
臼
礎
自
、
祝
町
小

学
校
の
校
舎
を
補
修
作
業
の
奉
仕
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
茨
城
県
「
バ
ラ
賞
」

を
受
賞
し
た
大
洗
建
設
工
業
会
(
沼
山

勝
造
会
長
・
会
員
制
名
)
の
皆
さ
ん
が

毎
年
町
内
の
保
育
所
や
小
中
学
校
を
対

象
に
、
児
章
生
徒
た
ち
の
開
け
閉
め
な

ど
使
用
の
激
し
い
破
損
個
所
を
手
分
け

し
て
補
修
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
は
、
祝
町
小
学
校
を
対
象
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
各
自
に
材
料
、

道
具
を
持
ち
よ
り
、
午
前
8
時
加
分
に

祝
町
小
学
校
に
集
ま
り
、
物
澄
の
土
開

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
か
ら
各
教
室
の
出
入

i

ロ
ド
ア
、
ロ
ッ
カ
ー
、
引
窓
に
い
た
る

隅
々
ま
で
一
日
中
補
修
、
修
理
の
奉
仕

作
業
に
尊
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

恒
例
の
か
さ
っ
き
展
示
会
H

が
、
去

る
6
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
、
曲
松
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
洗
町
さ
っ
き
閑
好
会
(
海

老
沢
好
一
会
長
・
会
質
的
名
)
の
み
な

さ
ん
が
、
日
頃
丹
精
を
こ
め
て
愛
培
管

理
し
た
、
色
と
り
ど
り
の
ご
自
慢
の
H

さ

っ
き
U

を
持
ち
よ
り
そ
の
美
し
さ
を

競
っ
た
も
の
で
、
今
年
の
出
口
問
鉢
数
部

点
、
参
考
鉢
数
詔
点
の
さ
つ
き
が
豪
華

に
咲
き
誇
り
愛
好
者
の
日
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま

l
レムた。入
賞
者

。
競
技
花
(
暁
光
)

町

長

賞

藤

O
大
輪
の
部

議

長

賞

商
工
会
長
賞

(
敬
称
略
)

沼

国亀

山仁]

稲

野

辺

喜

月
刊
さ
っ
き
研
究
社
頁

O
中
・
小
輪
の
部

教

育

長

賞

藤

沼

関
東
さ
っ
き
会
理
事
長
賞
稲
野
辺

大
洗
き
っ
き
会
長
賞
古
川

O
樹
形
の
部

町
観
光
協
会
長
賞
間
口

県
観
光
協
会
長
賞
鴨
志
図

勝喜
明

久平

寺お古]1;-

明孟
，
涜
勾

恒

夫

平市一

。
国
畏
年
金
保
険
料
の
納
め
が

困
難
怠
場
合
免
除
の
芋
続
き
を
/

老
齢
年
金
は
、
ニ
十
五
年
以
上
(
年

J

s

¥

/

l

令
に
よ
り
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮

1
4
1

「

i

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
保
険
料
を
納
め
洲
額
閣

X
月

た
期
間
に
よ
り
、
六
十
五
オ
(
六
十
オ
円
片
方
必
戸
「
ナ
九
ぺ
封

か
ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら
年
金
配

Z
、
〆
轄
下
時

-
μ
γ

一4
d
H
t
f
E居
醐
可

T
』
L
J
戸

が

受

け

ら

れ

ま

す

。

名

芳

弘

時

小

A
『

ι
t
E
J
J

し

か

し

、

経

済

的

な

理

由

な

ど

で

、

浦

一

臨

写

(

費

{

ど

う

し

て

も

保

険

料

を

納

め

る

こ

と

が

ア

仁

』

「

戸

}

問
問
難
で
あ
る
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に

L

'

/

¥

.

(

よ
っ
て
保
険
料
の
納
め
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
の
手
続
き
は
、
七
月
末
日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
、
免
除
申
請
書
を
提
出
し
で
く
だ
さ
い
。

免
除
が
認
め
ら
れ
る
と
、
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で
一
年
間
、
保
険
料
の
納

め
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
年
金
額
は
、
一
一
一
分
の
[
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

免
徐
期
間
に
つ
い
て
は
、
過
去
十
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
時
の
保
険
料

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
こ
れ
を
「
透
納
」
と
い
い
ま
す
。
)

年
金
額
は
毎
年
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
増
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
免
除

の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
追
納
さ
れ
て
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
い
ま
ま
で
に
免
除
さ
れ
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
場
合
、
分
割
で
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
役
場
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
盟
民
年
金
の
保
験
料
は

も
う
納
め
・
ま
し
た
か
/

国

民

年

金

の

四

、

五

」

ハ

一

月

分

の

第

一

期

ス

d

分
の
保
険
料
は
、
も
う
納
的
、
ま
し
た
か
。
¥
え

J

L軒目
u・

ま
だ
、
納
め
て
い
な
い
方
は
、
早
め

A

ベー

ι
、

に
納
め
ま
し
ょ
う
o

y

!

/

γ

宮

守

弘
溜
縛
ノ

A
d
7
j
3

も
し
、
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
臨
想
世

/
ι

っL

し

て

お

き

ま

す

と

、

病

気

学

専

で

界

N
K力
引
督

障

害

者

に

な

っ

た

と

き

や

不

幸

に

し

て

ゾ

l

d
女

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

L

J

A

日
F

E

に
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
ケ
ヘ

k

色
i

f

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
o

d

b

一
ー
が
三

も

し

、

過

去

に

納

め

て

い

な

い

保

険

句

倹

宇

料
が
あ
る
と
き
は
、
二
年
前
の
分
ま
で

O
界

納

め

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

/

ぺ

そ
の
場
合
、
役
場
年
金
係
で
新
た
に
納
付
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
、
最
寄

の
郵
便
局
か
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
納
め
る
よ
、
7
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
お
て
も
と
に
あ
る
納
付
喜
一
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

万
一
、
納
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
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A 名替問7民称号撞与

V アトラクション・三味線大合奏

A 竹内町長あいさつ

A 竣工記念福引抽せん会

司
竣
工
記
念
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
大
洗
郵
便
局
縮
時
出
張
所

V カラオケ大会

V 室蘭の観光と物産展示即売会のテープカット

h
y
浜
久
美
子
歌
謡
シ
ョ
!

称、

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
総
称
)

大
洗
町
民
会
館

大
洗
町
漁
村
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
中
央
公
民
舘

茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一
!
八
八

一
O
、
四
四
三
ぽ
(
約
三
、
一
六
五
坪
)

総
計
四
、
七

0
0、
五
二
一
一
U
(
一
、
四
二
四
坪
)

釘
民
会
館
:
:
:
二
、
九
五
一
一
一
・
九
七
六
が

漁
村
セ
ン
タ
ー
・
:
五

O
九
・
六
八
四
凶

中
央
公
民
館
・
:
一
、
ニ
三
六
・
八
六
二
U

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
一
部
三
階

屋
根
・
・
・
鋼
板
特
殊
瓦
棒
葺

外
壁
:
・
磁
器
質
パ

i
ル
エ
コ
ン
タ
イ
ル
(
特
注
品
)

設
計
及
び
監
理
水
一
戸
市
大
町
三
丁
目
一
BESEts

一一四

株
式
会
社
一
一
一
上
建
築
事
務
所

建
築
工
事
株
木
建
設
株
式
会
社
(
町
民
会
館
)

鈴
縫
工
業
株
式
会
社
(
漁
村
セ
ン
タ
ー
-
中
央
公
民
館
)

舞
台
装
置
撫
子
農
業
株
式
会
社

椴
帳
製
作
株
式
会
社
伊
勢
甚

舞
台
照
明
東
芝
電
機
株
式
会
社

電
気
音
響
ビ
ク
タ

i
音
響
興
業
株
式
会
社

ホ
i
ル
路
定
椅
?
?
株
式
会
社
コ
ト
ブ
キ

サ
イ
ン
計
画
筑
波
大
学
視
雪
伝
達
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

大
道
具
金
井
大
道
呉
株
式
会
社

家
具
類
笹
自
家
具
庖

ピ
ア
ノ
カ
ワ
イ
楽
器
製
作
所

起
工
昭
和
田
年
3
月
お
日

竣
工
昭
和
町
年
6
月
日
日

一
三
億
一
、
七
五
六
万
円

@
町
民
会
館

ホ
!
ル
(
固
定
席
八

O
O席
、
ム
身
障
者
潟
・
立
見
席
一
一

O
人
分
)

大
会
議
室
兼
物
産
展
示
室
(
一
五

O
人
収
容
)

中
会
議
室
兼
リ
ハ
ー
サ
ル
室
(
七
O
人
収
容
)

楽

屋

三

釜

喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン

調
光
家
、
音
響
室
、
映
写
室

機
械
室

舞
台
関
口
一
六
円
奥
行
九
・
六

m
、
花
道
ニ
方
向
(
左
右
)

@
漁
村
セ
ン
タ
ー

小
会
議
室
(
ニ

O
人
収
容
)

研
修
室
ニ
室
(
八

O
人
収
容
)

談
話
室
、
水
産
資
料
展
示
室

@
中
央
公
民
館

視
聴
覚
室
(
準
備
室
付
五
O
人
収
容
)

国
書
室

調
理
突
習
室
(
幼
児
室
付
、
三
六
人
収
容
)

美
術
工
芸
室
(
準
備
室
付
、
一
二
六
人
収
容
)

和
議
ニ
室
(
水
産
・
茶
道
用
炉
二
ヵ
所
、
四
O
帳
)

名位

置

敷
地
面
積

延

面

積

構施エ総
工

費

施

設

造エ期



L、らあ書官議設 昭和57年7月1臼

CENτER 

七

OARAICU 

(5)第127号

&竣工テープカット

a田踊蘭欄睡
4富田麗顕種田富

ンボj
大洗文化センターにつけられた

新らしい、マークです

大洗の頭文字をテ、ザイン化し、海と朝日

を表わし、希望に燃えて昇りゆく太陽

誰もが気やすく集まれる、開放的な広場

であり施設であることを意味しています。

-盤固盛田盟由盤囲

溜鐙塁審

怒霊盟

、a

験
久
保
田
敏
夫
家
三
世
代
夫
妻
と

高
年
者
ク
ラ
ブ
会
長
に
よ
る
ク
ス
玉
割
り

V カラオケ大会で審査する審査員

カラオケ大会で穣勝した

江戸伸好さん

盆h

品
潟
地
元
商
工
@
農
水
産
物
即
売
会

畿
大
洗
荒
磯
太
鼓
保
存
会

V 大洗音頭V 大i先高校吹奏楽演奏コーラス(コールささやなみ)可曹"9'-中@南中合間吹奏楽演奏2今道略す華

「人間@居住・環境と科学技術」

茨城県筑波研究学園都市

昭和60年 3 月 17 臼 ~9 月 16 日 (6 ヶ月間)

。開催地

ゆテーマ

開催期間
⑧ 

救
急
車
を

呼
ぶ
と
き

最
近
夜
な
ど
、
政
急
車
の
走
る

サ
イ
レ
ン
の
土
け
が
問
、
え
ま
す
が
、
こ

こ
で
故
急
車
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、

ひ
と
こ
と
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
電
詰
め
か
け
方

(
そ
の

1
)
局
委
な
し
の
別
番
ヘ

「
放
念
事
故
」
「
救
急
病
人
」
で
す

と
電
話
す
る
。

(
そ
の
2
)
別
番
へ
は
事
故
又
は

病
人
の
起
き
た
場
所
、
ど
ん
な
症

状
か
状
況
な
ど
を
要
領
よ
く
、
か

ん
け
つ
に
報
告
す
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
応
急
手
当
に
つ
い
て
の
指
示

を
受
け
た
ら
救
急
車
が
く
る
ま
で

に
指
示
通
り
に
行
う
。

(
そ
の
3
)
ど
ん
な
時
に
救
急
車

予想、入場者数・-・・・・2，000万人奇襲@規

菌積・…ー約100ヘクタール場ム一品
藍欝0'，審5

を
呼
ぶ
か
、
①
災
害
に
よ
金
事
故
、

火
事
、
地
良
、
津
波
、
山
く
づ
れ
、

交
通
事
故
、
そ
の
他
災
害
に
よ
っ

て
発
生
し
た
事
故
の
時
、
②
公
衆

の
出
入
り
す
る
場
所
で
発
生
し
た

事
故
、
③
緊
急
に
ほ
M

置
す
る
必
要

が
あ
る
時
と
認
め
ら
れ
る
傷
者
お

よ
び
疾
病
、
例
、
え
ば
、
急
性
虫
索

炎
、
脳
内
出
血
、
旧
共
治
出
産
で
一

刻
を
争
う
場
合
に
は
、
救
急
車
を

呼
ん
で
い
い
、
し
か
し
自
分
で
病

院
を
え
ら
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
。

救
急
車
は
最
寄
り
の
救
急
病
院

に
安
全
迅
速
に
輸
送
し
て
く
れ
、

そ
の
間
の
費
用
は
不
要
で
す
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕



らあ 弘、

茨
城
県
警
察
で
は
、
来
年
4
月
採
用

の
本
県
鶴
田
察
官
の
探
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

県
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保
護

に
あ
た
る
警
察
は
、
知
性
と
勇
気
あ
る

職
場
で
す
。
あ
な
た
の
若
い
カ
と
情
熱

を
県
民
は
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
君
の

青
春
を
ぶ
っ
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
グ

O
採
用
予
定
人
員

男
子
警
察
官
A

約
却
名

O
受
験
資
格

ァ
、
昭
和
却
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

初
年
4
同
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
で
学
校
教
脊
法
に
よ
る
大
学

(
短
期
大
学
を
除
く
。
)
を
卒
業
し

た
者
。
又
は
昭
和
問
年
3
月
幻
自

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

ィ
、
体
格

@
身
長
は
、
お
お
む
ね
削
間
以
上

あ
る
こ
と
。

③
胸
囲
は
、
お
お
む
ね
河
m
以
上

あ
る
こ
と
。

鯵
体
震
は
、
お
お
む
ね
釘
均
以
上

あ
る
こ
と
。

@
視
力
は
、
日
以
上
、
又
は
、
裸

限
切
抗
カ
川
以
上
で
矯
正
視
力
が

ω以
上
あ
る
こ
と
。

O
受
付
期
間

27号 (6)

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

(
無
料
)

と

き

七
月
二
十
三
日

午
前
十
時
l
午
後
三
時

(
金
)

て
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
開
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
也
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

置
「
我
が
家
の
交
通
安
全
に
つ
い
で

総
理
府
、
日
本
交
通
福
祉
協
会
、

全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
、
全

日
本
交
通
安
全
協
会
お
よ
び
臼
本
交

通
安
全
教
育
普
及
協
会
で
は
、

mm
許察

庁
、
文
部
省
の
後
援
に
よ
り
、
交
通

安
全
家
族
会
議
に
つ
い
て
の
作
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
」
父
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

と
い
う
考
、
ぇ
方
を
広
め
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
小
学
生
以
上

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す。
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
。

(テ
l
マ
〕
「
我
が
家
の
交
通
安

全
」
。
家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
内
容
、
方
法
お
よ
び
そ

の
実
行
に
力
い
で
ま
と
め
た
も
の
。

〔
応
募
区
分
)
①
小
学
校
一
J
二

年
生
の
部
②
同
一
ニ
l
四
年
生
の
部

③
間
五

i
六
年
生
の
部
④
中
学
生

の
部
⑤
母
親
の
部
⑥
一
般
の
部

〔
原
稿
枚
数
〕

O
小
・
中
学
生
の

書官お昭手1157年7月1El 

昭
和
町
年
7
R
1
5
か
ら

O
第
…
次
試
験

昭
和
計
年
8
月
上
旬

試
験
地
水
一
戸
市

O
試
験
内
容

(
第
1
次
)
教
養
試
験
、
論
文
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査

〔
第
2
次
〕
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
精
密
検
査

。
受
験
手
続

ア
、
申
込
用
紙
は
、
水
戸
饗
察
署
大

洗
警
察
官
幹
部
派
出
所
、
茨
城
県

人
事
委
員
会
事
務
局
、
茨
城
県
努

祭
本
部
警
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

イ
、
そ
の
他
こ
の
試
験
に
つ
い
て
詳

し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

静
水
戸
警
祭
器
大
洗
饗
窓
先
日
幹
部
派
出
所

(
宮
大
洗
局
⑦
2
4
1
7
)

骨
茨
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局

(
宮
水
一
戸
局
0
2
9
2
@
8
1
1
1
内
線
砂

嘩
茨
城
県
警
察
本
部
繁
務
課

(
密
丞
己
珂
0
2
9
2
@
2
1
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(寵繍官事基盤)

2等睦海空士
構図を支える若いカ

噛茨城の著いカに期待する

噛ここにもう一つの青春がある

噛燃やせ青春!'はばたけ若人!'陸に海に大空へ

防衛庁では、 2等陸海空cl:の自衛官を募集しております。

採用になりますと特別職国家公務員としての身分が保障される

とともに、各開技術教育が受けられ国家資格免許も l幅広く取得す

ることができます。

又、自衛隊生活によって、強い責任感・強健な身体が筏われ社

会においても主主く評価されております。

若い皆さんの応募を心から期待して主主ります。

1 .受付時間:常時おこなっています

2. 応募資格:凶歳-25歳未満の方

3. その他:待遇、その他言芋しく知りだし、方、応募したし、方

は、 1マ記へ御連絡して下さい。

。大洗町役場総務課総務係 TEL  7-5111・内線24
0 自衛隊茨城地方連絡部 募集課 TEL  0292-31-3315 
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(57.5月現在)

増減率(%)

大洗町における交通事故の発生状況

手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
?

手
紙
に
は
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や

り
を
育
て
、
ま
た
、
自
分
の
気
持
を
一

番
よ
く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
良
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
毎
月
二
十
三
日
を

増減数前年同期年本

ム 9(ム12)1ム56.3(ム23.5)16 (51) (39) 7 発生件数

( 3) ( 3) 2 死者数

ム13(ム12)1ム65.0(ム17.9)

業( )内は累計を示す。

“器用?日は~通安全の日"

20 (67) (55) 7 負傷者数

「
ふ
み
の
日
」
と
し
、
手
紙
を
書
く
こ

と
の
価
儀
を
見
直
す
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
七
月
二
十
三
日
は
「
ふ
み
づ
き
ふ
み

の
臼
」
で
す
。

お
年
玉
賞
品
の
受
け
取
り
は
お
早
く

昭
和
五
十
七
年
期
お
年
五
っ

き
年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
賞
口
聞

の
引
換
、
え
は
、
七
月
十
九
日
ま

で
で
す
。

ま
だ
引
換
え
を
ん
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便

局
の
窓
口
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

昭和57年年賀はがき
お年玉当選番号

01等(ステレオ・ラジカセ)
"fII'A組 086492

( 8 1 1 2 1 8 
曹 AB級共通1133933

¥815630 
02等(折りたたみ式自転車)
"fII'A組(下5ケタ)30952
VAB組共通(向)89745
03等(手紙セット)
甲 AB組共通(下3ケタ)

2 2 9、48 2 
04等(お年五切手シート)
'lll"AB組共通(下2ケタ)

2 3、 43、 95 

つもる話は、夜間割引
深捜割引、自曜・祝B割引で

@便利でお得な夜間割引、深夜割引

ダイヤノL通話なら60加を超える地域柏市、

いわき市などへは、夜 7時から翌朝 8時ま

での問、昼間料金の約4割引でご利用いた

だけます。また、 320kmを越える地域名古

屋市、盛岡市などへは、夜 9時から袈拐 6

時まで、約6割引と一層お得です。

⑧昼間もお得な日曜・祝日割引

日曜や祝日はくつろいで電話したし、もの。

60kmを越える地域へのダイヤノレ通話は、設

問でも夜間割引と悶じ 4割引です。

ふるさとの親戚や知

人の方々へお気軽にダ

イヤルされてはいかが

でしょうか。

大洗電報電話局

6-2991  
“あな疋が築く斐通安全"

ダイヤJレは
記憶にたよらず正確に

8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 月
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害時間
2持 2時 11時 11持 11時 11s寺 2 a寺 2時 2持 2時 11時 11時 2 11寺 2時 11時 2時
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※
く
わ
し
い
こ
と
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、
そ
の
都
度
国
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等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

不
明
な
点
は
保
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ー
に
お
問
い
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せ
下
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い
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